
 

             
 

                         棚尾まちづくり事業 

平成 23年 10 月 27 日（木曜日） 

                  

第４回 棚尾の歴史を語る会 次第  

                          進行（小笠原幸雄） 

 

１ 前回までのテーマに関する参考意見など  

弥生の井、盆踊り、火の見やぐら、杉村修平、地震の記録、神楽など          

  

 

２ テーマ 7 「棚尾橋」  

⑴ 資料説明（田澤榮一） 

    

 ⑵ 出席者による補足説明、感想など 

 

 

３ テーマ 8 「源氏橋と棚尾港」  

⑴ 資料説明（杉浦光雄） 

    

 ⑵ 出席者による補足説明、感想など 

 

 

４ 連絡事項・情報交換など 

   棚尾史跡めぐり 11 月 3日（祝） 午前 10時 八柱神社集合 

 

 

５ 次回日程  

第 5回 11 月 15 日（火曜日）午後 7時から 「藤井達吉と棚尾」「棚尾駅」 

第 6回 12 月 20 日（火曜日）午後 7時から 「棚尾村の瓦屋」「加藤平五郎」 
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棚尾橋の歴史  あらまし  
 
 それまで渡しによって両岸を結んでいたが、棚尾村外一か村橋梁組合が 30 年間の有料

橋として、明治 23(1890)年に完成させたのが初代の棚尾橋である。当初は徒歩 1 回につき

４厘の渡橋料金が必要で別名を「償却橋」といった。 
 もっともこの橋は明治 26(1893)年 8 月の洪水で落流した旨、棚尾新橋頭取から愛知県知

事宛に届けが出されている。どの程度の被害であったかは不明。この橋建設を記念した、

「棚尾橋架橋碑」（明治３１(1897)年建立）が光輪寺にある。 
 この橋が出来たことにより、川を挟んでの東西の往来は容易になったのであるが、なに

ぶん 1 回通る毎に料金がかかるので、碧南側の農民で川向こうに農地をもっている人など

から、一刻もはやく無料で通れる橋の建設が切望され、期成同盟会が結成された。 
 現在、八柱神社境内に太鼓橋があるが、それは大正 8(1919)年 9 月棚尾橋償却年期終了

を記念して作られたものである。この橋の南側の石柱にこのことが刻まれている。 
 その夢叶って出来たのが二代目棚尾橋である。この橋は大正１０（1921）年に工費２６

万円位で建設された。主要部分に鉄筋コンクリートを用い当時としては県下でも模範的な

橋であった。この橋の記念碑が蜆川の上流側の志貴崎橋の東のたもとに立っている。 
 昭和３０(1955)年８月に竣工した三代目棚尾橋は二代目の橋脚を生かし上部構造のみを

改修したもようである。 
 現在の四代目の橋は昭和４２(1967)年３月竣工したもの。今年で４４年経過したことに

なる。 
 この橋の少し上流側に矢作川の水が浅いとき、二代目の棚尾橋建設時の橋脚の根本が２

列に並んでいるのを見ることができる。 
 
                               初代  
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昭
和
三
年
十
二
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

蕙
斉
尾
平
信
敦
書 

 
 

 
 

建
碑
者 

 

江
東
耕
作
農
民
一
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

西
端
杉
浦
茂
民
刻 
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二
代
目 

棚
尾
橋
記
念
碑
文 

所
在
地 

蜆
川
志
貴
崎
橋
東 

  

表
面 

 

棚
尾
橋
記
念
碑 

 
 
 

正
三
位
勲
一
等 

濱
口
雄
幸
書 

裏
面 

 

棚
尾
橋
ノ
記 

矢
作
川
長
流
衣
浦
ニ
注
グ
処 

碧
海
幡
豆
二
郡
交
通
ノ
用
路
ニ
當
ル 

明
治
二
十
三
年
始
テ 

官
ニ
請
ヒ 

期
ヲ
限
リ
木
橋
ヲ
架
シ 

通
行
ノ
便
ニ
資
ス 

然
レ
ト
モ 

一
組
合
ノ
経
営
ニ
属
シ 

賃
取
橋
ヲ
免
レ
ズ 

殊
ニ
農
家
ハ
江
東
ニ
耕
地
ヲ
有
ス
者 

毎
歳
若
干
ノ
貨
ヲ
納イ

レ 

朝
夕
業
ニ
服
セ
ザ
ル
ヲ
得
ス 

橋
無
キ
ニ
勝
ル
モ 

固
ヨ
リ
公
橋
無
貨
ニ
如
カ

ズ 

大
正
八
年
会
々
旧
橋
経
営
期
満
ツ 

以
テ
村
民
志
ア
ル
者
相
謀
リ 

之
ヲ
官
ニ
移
シ 

時
世
ニ
応
ズ
ル
橋
梁
ト
セ
ン
ト 

棚
尾
橋
期
成
同
盟
会
ヲ
組
成
シ 

長
崎

重
治
会
長 

永
井
治
郎
平
副
会
長
ノ
任
ニ
就
キ 

官
ニ
訴
ヘ
議
ニ
諮
リ 

百
方
斡
旋
至
ラ
ザ
ル
ナ
ク 

且
村
民
有
志
ニ
募
財
シ 

之
ヲ
官
ニ
献
ズ 

是
ニ
於
テ
官
議 

其
ノ
要
望
ヲ
容
レ 

大
正
九
年
八
月
新
橋
ノ
工
ヲ
起
シ 

同
十
年
極
月
工
ヲ
竣
フ 

橋
身
二
百
二
十
五
間 

幅
員
三
間 

主
要
ノ
部
分
ハ 

鉄
筋
混
凝
土
ヲ
以
テ
ス 

工
費
弐
拾
六
万
円 

内
篤
志
ノ
棄
財
壱
万
数
千
円 

碧
幡
二
郡
ノ
負
担
七
万
六
千
余
円 

他
ハ
県
費
ノ
補
助
ニ
出
ズ 

体
裁
美
耐
久
質
洵

マ
コ
ト

ニ
県
下
橋
梁
ノ
範
タ
リ 

惟オ
モ

フ
ニ
人
文
ノ
進
展
ハ
交
通
ノ
利
便
に
俟
ツ
タ
（
処
？
）
多
シ 

此
橋
完
成
ハ
西
三
繁
栄
ノ
一
因
ヲ
成
シ 

亦
以
テ
我
国
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運
ノ
隆
昌
ニ
資
ス
大
ナ
リ 

豈
啻

ア
ニ
タ
ダ

ニ 
一
部
農
家
ノ
煩
ヲ
去
リ 

人
車
往
還
ノ
安
易
ヲ
悦
ブ
ノ
ミ
ナ
ラ
ン
ヤ 

略
由
来
ヲ
記
シ
之
ヲ
碑
陰
ニ 

勒
ス 

  
 

昭
和
三
年
十
二
月 

 
 
 
 
 
 
 
 

蕙
斉
尾
平
信
敦
書 

 
 
 
 

建
碑
者 

 

江
東
耕
作
農
民
一
同 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
端
杉
浦
茂
民
刻 
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期成同盟発行の棚尾橋竣工式 記念繪葉書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碧海と幡豆の境の矢作川 
 かけし新橋は棚尾はし 
 
弐拾五萬円の工事費で 
 鉄筋コンクリートトラス式 

川なれば三河第一矢作川 
 渡て見たいは棚尾はし 
 
今は工事中で千鳥奈く 
 出来たら盛な橋渡り 
  

悠紀地方いとも名高き矢作川 
 弓張月の影さして 
 
渡り初めたる棚尾橋 
 清き流れに知登り奈く 
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写真資料 

初代棚尾橋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二代目棚尾橋 

 

 

                                                                 橋脚工事 
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左方 初代の橋 

右方 ほぼできあがってきた二代目の棚尾橋 

 

↑二代目棚尾橋の工事 
風景を眺めているので 
あろう 



15 

 

 完成なった 

                               二代目棚尾橋 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           アーチの文字 

                           開通式 

 

                           標柱の文字 

                           左 大正十年十二月 

                           右 棚尾橋 

 

 

 

 

 

 

                           祝賀アーチ 
神主さんを先頭にした渡り初め式であろう 
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祝賀の踊り  場所は棚尾の目抜き通りだろう 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八柱神社前での関係者の記念写真 
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                              三代目棚尾橋 
 
                               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

碧南側から西尾側を望む 
 
 
 
 

昭和３０(1955)年

８月１日竣工 現在

の橋（四代目）は昭

和４２(1967)年３月

竣工 

棚尾橋右手の橋脚は現在の橋のもの 

左の二、三代目の橋脚の根っこが水位

の低い時、今の橋のすぐ上流に現在も

姿を現す。平成１９年夏、危険防止の

ため、黄色のブイがその根っこに取り

付けられた。水面下になっても、その

位置がわかる。 

2009 年頃、西尾側の半分が撤去された。碧南側

は少し残っている。 
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２

３

－

３

６

１ 

届

証 
 

一

 

棚

尾

新

橋 
 

右

愛

知

縣

下

碧

海

郡

志

貴

崎

村

大

字 

伏

見

屋

外

新

田

字

中

江

ヨ

リ

同

縣

下

幡

豆

郡 

平

坂

村

大

字

西

小

梛

新

田

エ

跨

ル

棚

尾

新

橋 

本

月

十

八

日

午

後

四

時

二

十

分

頃

洪

水

ノ

為

メ 

落

流

致

候

間

此

段

御

届

候

也 
  

 
 

 
 

棚

尾

橋

頭

取 
 

 
 

 
 

 

棚

尾

村

八

百

十

七

番

戸 
 

 
 

明

治

廿

六

年

八

月

十

九

日

 
 

 
 

小

笠

原

六

右

衛

門 
   

愛

知

縣

知

事

 
 

時

任

為

基

殿 
 

前

書

之

通

届

出

候

也 
 

明

治

二

十

六

年

８

月

十

九

日

 
 

 

愛

知

縣

碧

海

郡

棚

尾

村

長

名

倉

吉

次

郎 
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２

３

－

３

６

１ 
  

 
 

 

御

検

査

願 
 

一

 

棚

尾

新

橋 
 

愛

知

縣

下

碧

海

郡

志

貴

崎

村 

大

字

伏

見

屋

外

新

田

字

中

地

先 

ヨ

リ

幡

豆

郡

西

小

梛

新

田

エ

架

橋

ス

ル 

棚

尾

新

橋

先

般

落

流

候

儀

届 

置

候

処

然

者

流

木

ヲ

大

略

取

揃

候

間 

一

応

御

検

査

被

成

下

度

候

段

奉

願

候

也 
 

明

治

廿

六

年

九

月

二

日

 
 

碧

海

郡

棚

尾

村

八

百

十

四

番

戸 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小

笠

原

六

右

衛

門 
  

碧

海

郡

長

坪

井

義

衛

殿 
 

前

書

之

通

願

出

候

也 

明

治

二

十

六

年

九

月

二

日

 
 

愛

知

縣

碧

海

郡

棚

尾

村

長
 

名

倉

吉

次

郎 
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【
地
方
史
の
話
題 

一
一
】
二
〇
一
一
年
一
〇
月
二
七
日 

  
 
 
 

棚 
尾 

橋 

の 

話 

 

こ
こ
で
い
う
棚
尾
橋
は
、
大
浜
か
ら
棚
尾
へ
行
く
道
の
途
中
の
堀
川
に
か
か
る
源
氏 

橋
の
こ
と
で
あ
る
。
矢
作
川
に
棚
尾
橋
が
で
き
た
の
ち
改
称
さ
れ
た
。 

 

以
降
、
棚
尾
橋
と
い
う
の
は
、
堀
川
に
か
か
る
橋
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

棚
尾
橋
の
こ
と
は
、
大
浜
村
や
棚
尾
村
か
ら
時
の
領
主
に
出
さ
れ
た
、
村
明
細
帳
を 

資
料
と
し
て
考
え
る
の
が
よ
い
。 

 

そ
れ
に
よ
る
と
、
棚
尾
橋
は
板
橋
で
、
そ
の
長
さ
は
六
間
壱
尺
、
巾
は
七
尺
、
板
の 

厚
さ
は
弐
寸
で
あ
る
。
ま
た
、
橋
の
橋
脚
は
、
橋
杭
四
組
・
壱
組
に
三
本
と
あ
り
、
あ 

わ
せ
て
考
え
れ
ば
棚
尾
橋
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
よ
う
。 

 

橋
の
修
復
や
架
替
に
つ
い
て
は
明
細
帳
に
、 

「
是
は
大
浜
村
・
棚
尾
村
立
会
、
両
村
よ
り
普
請
仕
候
。
尤
、
入
用
の
儀
は
、
両
村
浜 

方
よ
り
相
勤
申
候
。
但
、
人
足
は
両
村
高
掛
け
に
て
相
勤
来
申
候
。
」 

と
あ
る
。
浜
方
と
は
、
塩
田
業
者
を
さ
す
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
推
定
す
る
根
拠
は
棚
尾 

村
の
『
浜
方
名
寄
帳
』
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
塩
田
所
有
者
の
名
前
と
塩
田
一
筆
ご
と
の 

現在の源氏橋。橋の向う側は、棚尾の源氏。堀川下流側より望む。この 
橋の附近水面は、棚尾港といって、当地の産物が小船によって積み出さ 
れた。今は使われていないが当時の面影をしのぶことができる。 
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よ
っ
て
人
足
を
提
供
す
る
き
ま
り
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
天
保
の
終 

わ
り
ご
ろ
の
村
高
は
、
大
浜
村
二
八
五
六
石
余
、
棚
尾
村
一
二
四
六
石
余
で
あ
っ
た
。 

い
ず
れ
も
新
田
を
含
ん
で
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
お
こ
の
棚
尾
橋
は
『
村
誌
碧
海
郡
棚
尾
村 

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇)

』
に
よ
れ 

ば
「
修
繕
費
用
官
に
属
す
。
」
と
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

矢
作
川
に
棚
尾
橋
が
出
来
た
の
は
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
で
あ
る
が
、
紛
ら 

わ
し
い
の
で
、
堀
川
の
棚
尾
橋
は
、
源
氏
橋
と
改
称
さ
れ
た
。
た
だ
し
、『
濃
尾
震
災
に 

関
す
る
書
類
』
の
な
か
に
「
棚
尾
橋 

長
六
間
三
尺 

巾
七
尺
」
と
あ
り
、
明
治
二
十 

五
年
（
一
八
九
二
）
二
月
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
源
氏
橋
と
改
称
さ
れ
た
の
は
そ
れ 

以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
の
橋
は
大
浜
か
ら
棚
尾
へ
、
さ
ら
に
岡
崎
へ
と
つ
な
が
る
往
還
に
あ
り
、
こ
の
界 

隈
の
人
々
に
と
っ
て
馴
染
深
い
橋
で
あ
る
。
附
近
の
景
観
は
す
っ
か
り
変
っ
て
し
ま
っ 

た
が
、
今
日
も
往
来
す
る
人
や
自
動
車
は
多
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参
考
資
料 

『
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
大
浜
村
高
反
別
差
出
帳
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
棚
尾
村
明
細
帳
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
棚
尾
村
高
反
別
差
出
明
細
帳
』 

面
積
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
人
足
は
両
村
高
掛
と
あ
る
が
、
村
高
の
割
合
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

使
用
し
た
資
料
は
、
碧
南
市
市
史
資
料
室
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
。 

源氏橋を棚尾側より望む。この橋の附近は、かつては塩田であった。 
すぐ隣の「塩とり橋」の名によって往時をしのぶことができる。 
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【
地
方
史
の
話
題 

二
】
二
〇
一
〇
年
一
二
月
一
二
日 

 
 
 
 
 
 

川 

港
・
棚 

尾 

港 

 

大
浜
漁
港
か
ら
東
へ
延
び
る
一
本
の
川
が
あ
る
。
こ
の
川
は
、
寛
永
五
年(

一
六
二
八
）
、 

大
浜
村
の
石
川
八
郎
右
衛
門
が
、
領
主
本
多
下
総
守
の
許
可
を
得
て
、
開
削
し
た
堀
川
で 

あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
塩
田
開
発
の
為
と
言
わ
れ
る
。
棚
尾
村
の
瓦
屋
集
団
が
製
造 

し
た
瓦
は
、
小
船
に
乗
せ
ら
れ
て
こ
の
堀
川
を
下
り
、
衣
ヶ
浦
に
浮
か
ぶ
廻
船
に
積
み
込 

ま
れ
た
。
そ
し
て
、
は
る
か
江
戸
ま
で
運
ば
れ
て
い
っ
た
。 

 

棚
尾
村
が
町
に
な
る
の
は
大
正
十
三
年
で
あ
る
が
、
そ
の
前
年
八
月
、
町
制
施
行
の
下 

調
べ
と
し
て
『
運
輸
交
通
調
』
が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
に
は
「
海
上
ノ
便
ハ
棚
尾
港
ヲ
発
シ
、 

半
田
港
及
ビ
武
豊
・
熱
田
・
名
古
屋
ノ
各
港
ニ
至
ル
。
船
舶
ノ
出
入
頻
繁
ニ
シ
テ
、
運
輸 

交
通
ハ
一
層
ノ
利
便
ヲ
得
、
益
々
向
上
発
達
ノ
趨
勢
ヲ
見
ル
…
…
」
と
あ
る
。 

 

同
年
八
月
末
調
べ
に
よ
る
と
、
棚
尾
港
よ
り
の
積
出
し
は
七
一
八
七
ト
ン
、
到
着
品
は 

九
二
〇
二
ト
ン
で
あ
っ
た
。
積
出
し
の
主
な
も
の
は
、
醤
油
七
六
八
ト
ン
、
味
淋
四
一
五 

ト
ン
、
瓦
七
二
二
ト
ン
、
土
管
・
焜
炉
五
〇
七
七
ト
ン
で
、
到
着
品
は
、
大
豆
一
四
八
〇 

ト
ン
、
塩
一
一
八
五
ト
ン
、
大
豆
粕
一
八
一
四
ト
ン
、
石
炭
二
九
六
三
ト
ン
、
其
他
の
肥 

料
一
二
〇
〇
ト
ン
で
あ
っ
た
。 

旧棚尾港あと。塩とり橋から源氏橋をのぞむ。 



23 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
れ
ら
の
品
目
か
ら
近
辺
の
工
場
群
が
浮
か
び
あ
が
る
。
塩
田
跡
に
で
き
た
味
噌
・
醤 

油
工
場
、
瓦
・
土
管
・
焜
炉
工
場
、
味
淋
工
場
で
あ
る
。 

 

こ
の
調
べ
に
は
、
比
較
の
た
め
に
大
浜
港
駅
の
数
字
が
記
し
て
あ
る
。
積
出
し
は
七
三 

六
二
ト
ン
、
到
着
品
は
四
二
四
八
ト
ン
で
あ
る
。 

 

す
で
に
、
鉄
道
の
時
代
は
始
ま
っ
て
い
る
の
だ
が
、
三
河
鉄
道
は
、
ま
だ
ま
だ
輸
送
力 

が
た
り
な
か
っ
た
の
で
、
船
に
頼
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

ず
っ
と
の
ち
の
第
二
次
大
戦
後
も
、
堀
川
沿
い
に
は
焜
炉
屋
が
あ
っ
て
、
船
が
燃
料
な 

ど
を
運
ん
で
い
た
。 

 
 
 
 
 
 

参
考
ま
で
に
、
新
川
の
例
を
付
け
加
え
て
お
こ
う
。
新
川
は
油
ヶ
淵
廻
り 

 
 
 
 
 

の
新
田
の
排
水
を
目
的
に
開
削
さ
れ
た
堀
川
で
あ
る
。
新
川
の
両
岸
に
は
数 

 
 
 
 
 

多
く
の
瓦
工
場
が
あ
っ
て
、
黒
煙
を
上
げ
て
い
た
。
出
船
・
入
船
も
数
多
く
、 

 
 
 
 
 

運
ば
れ
た
製
品
も
大
変
な
量
に
な
る
だ
ろ
う
。
技
術
革
新
に
よ
っ
て
瓦
工
場 

 
 
 
 
 

の
閉
鎖
が
相
次
ぎ
、
今
は
昔
の
面
影
も
な
い
。
時
代
の
流
れ
を
感
ず
る
だ
け 

で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
碧
南
市 

杉
浦
光
雄
） 

これは瓦屋永坂杢兵衛家を西から見たもの。工場の前面に塩田が広がっている。 
左に源氏橋（当時は棚尾橋といった。）が見える。川には船がはいっている。 
帆が見えるが、堀川には橋があるから、航行のさい障害となるのではないか。 
船がはいっていることが、よくわかるように、作者が帆を描きいれたとも考え 
られる。（『三陽商工便覧』明治２１年） 




